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●『公文録・明治十七年・第二十四巻・
明治十七年一月・ 内務省（第一）』「高知
県庁移転ノ件」国立公文書館所蔵

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館

髙
木
　
翔
太

監
獄
署
の
隣
に

学
校
を
移
転
？

　
戦
災
で
県
庁
公
文
書
が
焼
失
し
た
高
知

県
に
と
っ
て
、
明
治
期
の
県
政
を
明
ら
か

に
す
る
に
は
国
立
公
文
書
館
（
東
京
都
千

代
田
区
）
の
利
用
が
欠
か
せ
な
い
。

　
今
回
は
、
国
立
公
文
書
館
の
資
料
を
用

い
て
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
頃
に

城
下
町
に
お
け
る
公
共
施
設
の
移
転
整
備

が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
お
よ
び
実
施
さ
れ

た
の
か
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、
県
庁
と
監
獄
署
が
高
知
城
の
北

西
（
現
在
の
城
西
公
園
）
に
あ
っ
た
こ
と

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
同
地
に
高
知
刑
務

所
（
昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
に
布

師
田
へ
移
転
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
る
方
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
県
庁
は
現
在
丸
の
内
に
あ
る
が
、
当

初
は
藩
校
致ち

道ど
う
館か

ん
を
利
用
し
て
、
お
城
の

北
西
に
設
置
さ
れ
た
。

　
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
「
高
知
県

庁
移
転
ノ
件
」（
明
治
十
六
年
十
二
月
付
）

に
は
、
囚
人
が
年
々
増
加
し
、
監
獄
署
が

狭き
ょ
う

隘あ
い

化
し
た
た
め
、
増
築
に
向
け
て
隣

接
す
る
県
庁
・
警
察
本
署
を
移
転
す
る
計

画
案
が
記
さ
れ
て
い
る
。
監
獄
署
の
移
転

は
囚
人
の
移
動
が
難
し
く
、「
監
獄
で
火

災
が
あ
れ
ば
県
庁
に
も
被
害
が
及
ん
で
し

ま
う
た
め
望
ま
し
く
な
い
」、「
県
庁
を
高

知
市
街
中
央
に
移
し
て
不
便
を
避
け
る
」

な
ど
、
監
獄
署
で
は
な
く
県
庁
等
を
移
転

す
る
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
県
庁
と
警
察
本
署
を
新
築
す

る
予
算
は
な
か
っ
た
た
め
、
県
立
中
学
校

と
師
範
学
校
（
男
女
別
）
の
校
舎
を
県
庁

舎
と
し
、
学
校
は
従
来
の
県
庁
舎
を
代
用

す
る
移
転
入
替
案
に
落
ち
着
い
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
国
か
ら
許
可
が
下
り
、

明
治
十
七
年
五
月
に
は
、
県
庁
と
警
察
本

署
が
丸
の
内
に
移
転
し
た
。
そ
の
後
、
学

校
は
監
獄
署
の
隣
に
一
旦
移
る
が
、
明
治

十
九
年
に
は
追
手
筋
（
現
在
の
追
手
前
高

校
）
に
移
転
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
初

の
監
獄
を
増
築
す
る
た
め
の
条
件
は
整
い
、

お
城
の
北
西
に
は
監
獄
署
の
み
が
残
っ
た
。

　
県
庁
が
現
在
の
場
所
に
な
ぜ
移
っ
た
の

か
、
学
校
が
監
獄
署
の
隣
に
移
転
さ
れ
た

経
緯
な
ど
、
公
文
書
か
ら
明
ら
か
に
な
る

事
実
（
歴
史
）
は
多
い
。
ま
た
、
過
去
の

都
市
計
画
を
現
在
に
活
か
す
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
自
分
が
住
む
ま
ち
の
歴
史
が
残

り
、
こ
れ
か
ら
の
「
あ
か
る
い
ま
ち
」
の

参
考
に
な
る
よ
う
、
公
文
書
の
保
存
・
管

理
が
望
ま
れ
る
。

団
塊
の
世
代
と
現
在

　
全
国
的
に
、
も
っ
と
も
人
口
が
多

い
と
言
わ
れ
る
「
団
塊
の
世
代
」
は
、

昭
和
22
年
か
ら
昭
和
24
年
生
ま
れ
の

年
代
の
方
々
を
さ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
世
代
の
出
生
数
は
、
年
間
で

な
ん
と
２
７
０
万
人
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
令
和
元
年
に
日
本
で
生
ま
れ

た
子
ど
も
さ
ん
は
約
91
万
８
千
人
だ

そ
う
で
す
の
で
、
団
塊
世
代
の
出
生

数
は
、
現
状
の
約
３
倍
近
く
に
も
な

り
ま
す
。

　
こ
の
団
塊
世
代
の
子
ど
も
さ
ん
が

「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
」
と
呼
ば
れ
、
昭

和
46
年
か
ら
昭
和
49
年
に
生
ま
れ
た

方
々
を
さ
し
、
こ
の
当
時
は
、
毎
年

約
２
０
０
万
人
の
子
ど
も
さ
ん
が
誕

生
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
団
塊
の
世
代
の
巨
大
な
人
口

の
か
た
ま
り
は
、
日
本
の
高
度
成
長

期
を
支
え
、
我
国
の
発
展
に
多
大
な

る
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
日
本
の
人
口
は
、
２
０
０
８

年
の
１
億
２
８
０
８
万
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
続
け
て
お
り
、
近
い
将
来
、

出
生
数
は
90
万
人
を
割
り
込
む
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
手
不
足
が
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
ス
ー
パ
ー
の
惣
菜
な
ど
を
つ
く

る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
人
手
不
足
や
農

業
現
場
で
の
作
業
な
ど
、
担
い
手
不

足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
内
に
お
い
て
も
、
ユ
リ
な

ど
の
栽
培
用
の
ハ
ウ
ス
の
中
に
は
、

研
修
生
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
各
国
の
人
々
が

多
く
働
い
て
い
ま
す
。

　
働
く
現
場
で
は
、
女
性
の
進
出
も

増
え
て
き
て
お
り
、
こ
の
５
年
間
で

女
性
の
就
業
人
口
は
、
全
国
で
約

２
８
８
万
人
増
加
し
て
お
り
、
65
歳

以
上
の
雇
用
も
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
女
性
の
活
躍

が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、　
家

庭
と
職
場
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
支

援
施
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
ね
。


